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〈概 要 〉

　危険 を伴 う用具 を扱 う図画工 作科 の 学習におい て ，児童 が主体的に活動 し表現活動 を十分 に行

うこ との で きる学習環壌を保 障するた め には ， 用 具 の 安全 指導の 徹底が必要で あ る 。 しか し，安

全指導を徹底 させ るた めには時間が か か り，肝心 な表現活動の 時間が奪わ れて しま う現状 が ある。

そ こ で ，安全指導 の 短時間で の 徹 底を 目的と して ， 図画 工 作科で の ICT 活用 に取 り組ん で きた 。 本

研究で は ，図画 工 作科の 学習で 用い る危険性 の 高い 用具類 につ い て ，そ の 指導場面 にお ける ICT

活 用 の 有効性 を 実践を通 して 整理 した 。

〈 キ
ー

ワ
ー

ド〉 図画 工 作，安全 指導，ICT活 用

1 ，は じ め に

　図画工 作科 に お い ては ， 「主体的，創造的 に

も の を つ くりだす 喜び を 味わ うよ うにす る こ

と」 が 求 め られ て い る （文部科学省 ， 1999） 。

　図画工 作科 に お ける表現活動で は ， 数多 くの

用具 を扱 う。 用 具の 中に は危険 を伴 うもの もあ

るた め，安全に 関す る指導 を欠 か す こ とが で き

ない
。

「今の子 ど もた ち は，幼児期か ら遊び の

経験が 不足 し，人 との か か わ りが薄 らい で きて

お り，自然や人 とふ れ あ い 心を育て る教科 の 本

質か ら重要 な役割 を担 う。 」 （岐阜 県総合教育

セ ン タ
ー

）とあ る よ うに ，遊 び を通 し た造 形体

験の 少ない 現代 の 子 どもた ちに は
， 刃物 を始 め

とする用 具に対す る基礎知 識が 少な く， 安全指

導 に多くの 時間を取 られて し ま う傾 向が あ る 。

　安 全指 導 を短 時間 に徹底 す る こ とこ とに よ

り，児童が主体的 に活 動 し ，
つ く りだす喜 び を

十分に味わ うこ とが で きる授業が実現する 。

2 ， 目的

　図 画工 作科 に お ける 用具 の 安全指 導の 短 時

間で の 徹底 にお ける ICT 活用 が効果 的な指導場

面を抽出 し類型 化す る 。

3 ，方法

ア ， 図画工作科にお ける用具の 安全 指導の 指導

場面 の 抽 出
・教科書 （開隆堂出版）の 題材をも とに ， 各学

　年 で 扱 う用具 を抽出す る。
・用 具を機能 に よ り分類す る 。

・用 具 を扱 う指導場 面の 中か ら，安 全 指導が必

　要 な もの を抽出す る e

・安全 指導の観点 を具体化す る。用具 の 理解，

　用具 の 基本的技術 の 理解，運搬 中の 自他 へ の

　安全配慮，な ど。

イ ，ICT活用 が効果的 な場面の 抽出
・安全指導 の指導場 面 にお い て ，

ICT活用 が 効

　果 的な指導場面を抽出する 。 今 回は用具の 初

　期指 導の 場面に限定す る。
・抽出 され た ICT活用 が効果的な指導場面 にお

　い て ，使用するICTと具体的 な指導内容 を書

　き出す。
・ICT活用 に よる安全指導の 効果 に っ い て ，こ

　れ ま で の 指導経験か ら評価す る。

ウ，用具の 安全指導に おけるICT活用 の 類型化
・用具 の 安全指導 の 内容 に よ っ て 類型 化す る 。

4 ，結 果

ア
，
王6種 類の 用具 が リス トア ッ プ され （表 1 ），

切断用工 具 ， 接合用工 具，研磨用工 具な どにカ

テ ゴ ライ ズ で きた。用具 の安全指導の 指導場面

を抽出 し ， 安全指導 の 観点を具体化 した 結果，
16種類 の 用具に対 して合計 147場面が抽 出 され

た。これ らの指導場面 に は ， 扱い 方 の 演示や 保

管方法 の 解説 な ど の 観点が多く見 られ た。

イ，用具の 安全指導 の 指導場 面 の うち，ICT 活

用 が 効果的な場面 を抽出 し
， 具 体的な活 用例 を

書き出 した結果，合計81例が抽出 された。これ

らの 活用例に は，小 さな用具にお ける操 作技術
の 演示 や保管方法の 解説 な どの 場面 が 多 く見

られた 。

ウ， 用具の 安全指導における ICT活用を類型化

した （表 2 ）。 その 結果，用具 の 性質 と操作を

教 える ために実物投影機 を用 い る活 用 ， 危険な
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場 面 を例 示す るた め に実物投 影機 を用 い る活

用 ，片付 け場面 の イメ
ージ を伝 え るた め にデ ジ

タ ル カ メ ラ を用 い る活用 な ど の 6つ に類型化 で

きた
。

5 ，考察

　用具 の 安全指 導 の た め の ICT活 用は 6つ の 特

徴に整理 され た 。

  道具 の 性質 と操作 を教 え るた め に実物投影

機 を用 い る

　最 も 多い の は 用具 の 性 質 と正 し い 操 作 を教

えるた め に実物投影機 を活 用す る場面 で ある。

従来 行 われて きた 拡大 図版 で は動 作 を見 せ る

こ とは で きない
。

一斉指導で あ りなが ら，実際

の 作業 を 見せ る こ とが で き る の は ， 実技教科 と

し て大 きな効果 が ある。

  危 険な場面 を例 示 す るた めに 実物投影機 を

用い る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　表 1
　 刃物 な ど，怪我 をす る

頻度 が高 く ， ま た大 きな　
il

騾：耄濃 1
’

難 i；
い 例を 実演し て 見せ る こ　

15

と も多 い 。事前体験 が不 il
足 して い る子 ど もた ちは

…9

危険を予 測する こ とが 困 纏くs

難 で あ り ， 予め危 険な状

況 を知識 と して持 たせ る 1

こ と も腰 で あ る ． 　 雁
  作 業手順 を教 え るため
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．．ai − ー

に実物投影機 を用 い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■鯒冬

　大 き く見せ て視覚化す 　 ，、

る こ と に よ り ， よ り理解

が深 ま っ た。

  固 定された用 具の 性質

と操 作 を教え るため に デ

ジタル カメ ラ を用 い る

　 共 同で 使用す る固定用

具 の 場合 に は ， 写真 に う

つ す こ とで席を移動 しな

い で
一

斉指導す るこ とが

で き た 。

  片付 け場面の イ メ ージ

を伝 え るため にデ ジタル

カ メ ラを用い る 。

　 自己 の 安全だ けで は な

く次 の 使 用者 の 安全 の た

め に配慮 する意識 を持 た

せ る こ とも大切 で ある。　 …e

場所や向き な ど具体的な ポイ ン トを視 覚 的に

伝 え るた め にデジ タル カ メ ラが 有効で あっ た。

  良い例／良 くない例 を比較 して どこ がい けな

い か具体的 に理 解させ るた めに デジタ ル カ メ

ラ を用い る

　角度 の よ うに と らえ に く い も の は 比 較 す る

こ と で 気 を つ ける べ きポ イ ン トが は っ き り と

した。

多く の 用具を扱 う図画 工作科で は ， 正 しい 扱い

方 を短 時 間に確 実に身 に つ け させ る こ とが 課

題 で あ り，その た め に ICT活用が有効 に 働 い て

い る と考 える。
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